
第２号様式

平成２８年度第２回法務省入札監視委員会審議概要

開 催 日 時 及 び 場 所 平成２８年１０月２６日（水）１０：００～１１：４５

法務省大臣官房施設課入札室

委 員 角 田 茂 （大学監査室長）※委員長

只 木 誠 （大 学 教 授）

遠 藤 和 義 （大 学 教 授）

審 議 対 象 期 間 平成２８年４月１日から平成２８年７月３１日まで

抽 出 案 件 総件数 １８件 （備考）

工 一 般 競 争 ７件

標 準 指 名 競 争 ０件

事 随 意 契 約 ９件

簡 易 公 募 型 プ ロ ポ ー ザ ル 方 式 １件

業 一 般 競 争 ０件

簡易公 募型 競争 ０件

務 標 準 指 名 競 争 ０件

随 意 契 約 １件

意見・質問 回 答

委員からの意見・質問， 別紙のとおり 別紙のとおり

それに対する回答等

具申又は勧告 回 答

委 員 会 に よ る 意 見 なし なし

具申又は勧告の内容



別 紙

意 見 ・ 質 問 回 答

４ 指名停止の運用状況について

指名停止を行った理由の中に，低 低入札価格調査の対象業者が入札を

入 札 価 格 調 査 の 対 象 と な っ た 業 者 辞退する事例は稀である。

が，積算誤りを理由に入札を辞退す なお，昨年度から全ての工事の入札

るという案件があるが，このような について，入札時に工事費内訳書を提

辞 退 を 防 ぐ よ う な 対 策 は 必 要 な い 出することとされており，入札時の積

か。 算誤りはさらに減少するものと思われ

る。

５ 抽出案件の審議

(1) 国際法務総合センター外構等新

営工事

非常に高い落札率となっている 入札時に提出された工事費内訳書と

が，入札者の積算単価と予定価格 当方の予定価格積算内訳書について突

の積算単価の差はあるのか。 合した結果，双方の積算単価に一致は

見られないことから，独自に積算した

結果，偶然近くなったものと考える。

今回の落札者は，国際法務総合 落 札 者 は Ａ － ３ 工 区 の 受 注 者 で あ

セ ン タ ー の 工 事 に 関 わ っ て い る る。

か。

本 件 は 電 子 入 札 で 行 っ た も の 電子入札で行っているが，落札者は

か。 紙入札であった。

電子入札以外の参加は認めない 電子入札を行うためのシステムであ

とすることは困難なのか。 る電子調達システムが，運用開始して

間もないこともあり，入札者において

システム利用の準備が整わないことも

あると考え，競争性確保の観点から，

現 時 点 で は 紙 入 札 の 参 加 を 認 め て い

る。

(2) 京町拘置支所外塀転倒防止対策

工事



見積りの依頼業者を２者にした 近隣県も含め，相当数の業者に問い

のはなぜか。 合わせたが，震災後の緊急を要する工

事ということもあり，見積りに応じて

くれる業者が２者しか見つからなかっ

たものである。

(4) 平成２８年度網走刑務所鏡橋補

修等に伴う実施設計業務

本件は，既に完了した実施設計 本件実施設計の変更等を他の業者に

の事後的な変更等として当初に実 行わせた場合，責任分解点が不明確と

施設計を行った業者と随意契約を なり，適正に履行されないおそれが高

行っているが，他の業者が行う余 い。

地はないのか。

契約の落札率による調整は行わ 本件は，平成２６年度に実施設計を

れていないのか。 発注し一度業務が完了した後に，新た

な事情により実施設計を見直す必要が

生じたことから，新規に発注したもの

であり，変更契約ではないことから，

落札率による調整は行っていない。


